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【整備概要】

【事業期間】

　【事業費】

業務委託費　　25,600千円

※この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごと
に作成してください。

※「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、
全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

(43)復興地域づくり加速化事業

細要素事業名

25,600千円全体事業費

・　調査・検討業務　　　一式

・　平成28年度　調査・検討業務委託費　　25,600千円

【基幹事業との関連性】

四倉地区地域コミュニティ連携促進調査事業

【事業概要】

  D-4 災害公営住宅整備事業（四倉地区）は、災害により住宅を失い個人で住宅を再建する
ことが困難な被災者の安定した生活を確保するために整備されるものであるが、本事業は、
当該団地の居住者が生活する上で必要な生活必需品やサービスを享受できる環境を整備する
ものであることから、基幹事業と密接に関連し、一体的に実施すべきものである。

・　平成28年度～平成29年度

  本事業は、震災以降、災害公営住宅をはじめとした被災者向けの住宅等が整備されるな
ど、居住人口が大幅に増加しているＪＲ常磐線四ツ倉駅西側区域と商業・業務・居住機能が
集積し、地域コミュニティが形成されている既成市街地が鉄道により分断されていることか
ら、新たな居住者と既存コミュニティとが活発に往来し、有機的に結びつき、当地区におい
て安心して豊かな生活が営まれる環境を整えるため、東西地区の安全な歩行者移動経路・施
設の検討、公共交通による移動手段の確保に向けた検討、さらには、既成市街地における高
齢者や子育て世帯の交流方策、地域の一体感醸成に寄与する施策の検討・立案など、東西双
方の連携強化方策に関するハード・ソフト両面からの調査・検討を行い、四倉地区の持続可
能な復興地域づくりを行うもの。
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